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福岡平野の三次元地下地質構造
3D subsurface sturcutre of the Fukuoka Plain
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ボーリングデータの解析に基づいて，警固断層とそれに伴う沈降運動に関するテクトニクスの解明に資するように，福
岡平野の地下地質構造図を作成し，警固断層の形状と運動像，第四系の地質構造について考察した．解析に利用したボー
リングデータは，2,438本であり，作成した地質構造図は，基盤面などの地層境界面のサーフェスモデル，層厚の等値線
モデル，地質断面図，および，警固断層沿いの詳細図を作成した．第四系の層序は，下山 (1989)に基づき，下位から上
位へ，仲原礫層，須崎層，阿蘇-4火砕流堆積物，大坪砂礫層，沖積層に区分した．須崎層については，上方細粒化の堆
積サイクルに基づいて，下部層と上部層とに細分した．
　これらの地下地質構造図と基礎となるボーリングデータを基礎に，アナグリフ画像の技術によって，平野地下地質

構造の三次元的可視化を試みた．本講演では，その試みの結果をポスターおよびＰＣにて紹介する．
　主要な地質構造は，木村ほかの口頭講演で紹介するとおり，福岡平野の西縁を画する左横ずれ活断層の警固断層と

その北東側に隣接する天神沈降盆である．
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